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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月24日(2008.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　約０．０００１ｍｇ～約１ｍｇまたは１ｍｇ未満の量でオピオイドア
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ンタゴニストを含む投薬形態。
　　【請求項２】　前記アンタゴニストの量が、約１ｍｇである、請求項１に記載の投薬
形態。
　　【請求項３】　前記アンタゴニストの量が、１ｍｇ未満である、請求項１に記載の投
薬形態。
　　【請求項４】　前記アンタゴニストの量が、約０．５ｍｇ未満である、請求項１に記
載の投薬形態。
　　【請求項５】　前記アンタゴニストの量が、約０．１ｍｇである、請求項１または４
に記載の投薬形態。
　　【請求項６】　前記アンタゴニストの量が、０．１ｍｇ未満である、請求項１または
４に記載の投薬形態。
　　【請求項７】　前記アンタゴニストの量が、０．１ｍｇより多い、請求項１または４
に記載の投薬形態。
　　【請求項８】　前記アンタゴニストの量が、約０．０１ｍｇである、請求項１または
４に記載の投薬形態。
　　【請求項９】　前記アンタゴニストの量が、０．０１ｍｇ未満である、請求項１また
は４に記載の投薬形態。
　　【請求項１０】　前記アンタゴニストの量が、０．０１ｍｇより多い、請求項１また
は４に記載の投薬形態。
　　【請求項１１】　前記アンタゴニストの量が、約０．００１ｍｇである、請求項１ま
たは４に記載の投薬形態。
　　【請求項１２】　前記アンタゴニストの量が、０．００１ｍｇ未満である、請求項１
または４に記載の投薬形態。
　　【請求項１３】　前記アンタゴニストの量が、０．００１ｍｇより多い、請求項１ま
たは４に記載の投薬形態。
　　【請求項１４】　前記アンタゴニストの量が、約０．０００１ｍｇである、請求項１
または４に記載の投薬形態。
　　【請求項１５】　前記アンタゴニストの量が、０．０００１ｍｇより多い、請求項１
または４に記載の投薬形態。
　　【請求項１６】　前記アンタゴニストが、薬学的に受容可能な塩として存在する、請
求項１または４に記載の投薬形態。
　　【請求項１７】　前記アンタゴニストが、ナルトレキソン、ナルメフェン、またはナ
ロキソンである、請求項１または４に記載の投薬形態。
　　【請求項１８】　さらにオピオイドアゴニストを含む、請求項１または４に記載の投
薬形態。
　　【請求項１９】　前記アゴニストが、鎮痛量または鎮痛量未満である、請求項１８に
記載の投薬形態。
　　【請求項２０】　前記アゴニストが、モルフィン、ヒドロコドン、オキシコドン、コ
デイン、フェンタニル、アルフェンタニール、ヒドロモルフォン、メペリジン、メタドン
、オキシモルフォン、プロポキシフェン、またはトラマドールである、請求項１８に記載
の投薬形態。
　　【請求項２１】　前記アゴニストが、モルフィン、ヒドロコドン、オキシコドン、ま
たはトラマドールである、請求項１８に記載の投薬形態。
　　【請求項２２】　前記アンタゴニストが、カプセル、錠剤、または丸剤として処方さ
れている、請求項１または４に記載の投薬形態。
　　【請求項２３】　約０．０００１ｍｇ～約１ｍｇまたは１ｍｇ未満の量のオピオイド
アンタゴニスト、および薬学的に受容可能なキャリアを含む、薬学的組成物。
　　【請求項２４】　前記アンタゴニストの量が、約１ｍｇである、請求項２３に記載の
薬学的組成物。
　　【請求項２５】　前記アンタゴニストの量が、１ｍｇ未満である、請求項２３に記載
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の薬学的組成物。
　　【請求項２６】　前記アンタゴニストの量が、約０．１ｍｇである、請求項２３に記
載の薬学的組成物。
　　【請求項２７】　前記アンタゴニストの量が、０．１ｍｇ未満である、請求項２３に
記載の薬学的組成物。
　　【請求項２８】　前記アンタゴニストの量が、０．１ｍｇより多い、請求項２３に記
載の薬学的組成物。
　　【請求項２９】　前記アンタゴニストの量が、約０．０１ｍｇである、請求項２３に
記載の薬学的組成物。
　　【請求項３０】　前記アンタゴニストの量が、０．０１ｍｇ未満である、請求項２３
に記載の薬学的組成物。
　　【請求項３１】　前記アンタゴニストの量が、０．０１ｍｇより多い、請求項２３に
記載の薬学的組成物。
　　【請求項３２】　前記アンタゴニストの量が、約０．００１ｍｇである、請求項２３
に記載の薬学的組成物。
　　【請求項３３】　前記アンタゴニストの量が、０．００１ｍｇ未満である、請求項２
３に記載の薬学的組成物。
　　【請求項３４】　前記アンタゴニストの量が、０．００１ｍｇより多い、請求項２３
に記載の薬学的組成物。
　　【請求項３５】　前記アンタゴニストの量が、約０．０００１ｍｇである、請求項２
３に記載の薬学的組成物。
　　【請求項３６】　前記アンタゴニストの量が、０．０００１ｍｇより多い、請求項２
３に記載の薬学的組成物。
　　【請求項３７】　前記アンタゴニストが薬学的に受容可能な塩として存在する、請求
項２３に記載の薬学的組成物。
　　【請求項３８】　前記アンタゴニストが、ナルトレキソン、ナルメフェン、またはナ
ロキソンである、請求項２３に記載の薬学的組成物。
　　【請求項３９】　さらにオピオイドアゴニストを含む、請求項２３に記載の薬学的組
成物。
　　【請求項４０】　前記アゴニストが、鎮痛量または鎮痛量未満である、請求項３９に
記載の薬学的組成物。
　　【請求項４１】　前記アゴニストが、モルフィン、ヒドロコドン、オキシコドン、コ
デイン、フェンタニル、アルフェンタニール、ヒドロモルフォン、メペリジン、メタドン
、オキシモルフォン、プロポキシフェン、またはトラマドールである、請求項３９に記載
の投薬形態。
　　【請求項４２】　前記アゴニストが、モルフィン、ヒドロコドン、オキシコドン、ま
たはトラマドールである、請求項３９に記載の薬学的組成物。
　　【請求項４３】　前記アンタゴニストが、カプセル、錠剤、または丸剤として処方さ
れている、請求項２３または３９に記載の薬学的組成物。
　　【請求項４４】　ヒト被験体にオピオイドアンタゴニストの治療用量を投与するため
の、請求項１または４に記載の投薬形態。
　　【請求項４５】　ヒト被験体にオピオイドアンタゴニストの治療用量を投与するため
の、請求項１８に記載の投薬形態。
　　【請求項４６】　請求項１または４に記載の投薬形態を備える、薬学的キット。
　　【請求項４７】　請求項１８に記載の投薬形態および容器を備える、薬学的キット。
　　【請求項４８】　本質的に、約０．０００１ｍｇ～０．５ｍｇ未満の量のオピオイド
アンタゴニストからなる、固体経口投薬形態。
　　【請求項４９】　前記アンタゴニストの量が、約０．４ｍｇ未満である、請求項４８
に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項５０】　前記アンタゴニストの量が、約０．３ｍｇ未満である、請求項４８
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に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項５１】　前記アンタゴニストの量が、約０．２ｍｇ未満である、請求項４８
に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項５２】　前記アンタゴニストの量が、約０．１ｍｇである、請求項４８に記
載の固体経口投薬形態。
　　【請求項５３】　前記アンタゴニストの量が、０．１ｍｇ未満である、請求項４８に
記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項５４】　前記アンタゴニストの量が、０．１ｍｇより多い、請求項４８に記
載の固体経口投薬形態。
　　【請求項５５】　前記アンタゴニストの量が、約０．０１ｍｇである、請求項４８に
記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項５６】　前記アンタゴニストの量が、０．０１ｍｇ未満である、請求項４８
に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項５７】　前記アンタゴニストの量が、０．０１ｍｇより多い、請求項４８に
記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項５８】　前記アンタゴニストの量が、約０．００１ｍｇである、請求項４８
に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項５９】　前記アンタゴニストの量が、約０．００１ｍｇ未満である、請求項
４８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項６０】　前記アンタゴニストの量が、０．００１ｍｇより多い、請求項４８
に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項６１】　前記アンタゴニストの量が、約０．０００１ｍｇである、請求項４
８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項６２】　前記アンタゴニストの量が、０．０００１ｍｇより多い、請求項４
８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項６３】　前記アンタゴニストが、ナルトレキソンまたはナルメフェンである
、請求項４８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項６４】　本質的に、約０．０００１ｍｇ～約０．５ｍｇ未満の量のナルトレ
キソンからなる、固体経口投薬形態。
　　【請求項６５】　前記ナルトレキソンの量が、有効なアンタゴニスト量未満である、
請求項６４に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項６６】　本質的に約０．０００１ｍｇ～約０．５ｍｇ未満の量のナルメフェ
ンからなる、固体経口投薬形態。
　　【請求項６７】　前記ナルメフェンの量が、有効なアンタゴニスト量未満である、請
求項６６に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項６８】　約０．０００１ｍｇ～約０．５ｍｇ未満の量のオピオイドアンタゴ
ニスト、および約０．１ｍｇ～約３００ｍｇの量のオピオイドアゴニストを含む、固体経
口投薬形態。
　　【請求項６９】　前記アンタゴニストが、有効アンタゴニスト量未満で存在する、請
求項６８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項７０】　前記アンタゴニストの量が、約０．１ｍｇである、請求項６８に記
載の固体経口投薬形態。
　　【請求項７１】　前記アンタゴニストの量が、０．１ｍｇ未満である、請求項６８に
記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項７２】　前記アンタゴニストの量が、０．１ｍｇより多い、請求項６８に記
載の固体経口投薬形態。
　　【請求項７３】　前記アンタゴニストの量が、約０．０１ｍｇである、請求項６８に
記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項７４】　前記アンタゴニストの量が、０．０１ｍｇ未満である、請求項６８
に記載の固体経口投薬形態。
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　　【請求項７５】　前記アンタゴニストの量が、０．０１ｍｇより多い、請求項６８に
記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項７６】　前記アンタゴニストの量が、約０．００１ｍｇである、請求項６８
に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項７７】　前記アンタゴニストの量が、約０．００１ｍｇ未満である、請求項
６８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項７８】　前記アンタゴニストの量が、０．００１ｍｇより多い、請求項６８
に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項７９】　前記アンタゴニストの量が、約０．０００１ｍｇである、請求項６
８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項８０】　前記アンタゴニストの量が、０．０００１ｍｇより多い、請求項６
８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項８１】　前記アンタゴニストが、薬学的に受容可能な塩として存在する、請
求項６８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項８２】　前記アンタゴニストが、ナルトレキソンまたはナルメフェンである
、請求項６８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項８３】　アンタゴニストとしてナルトレキソンを含む、請求項６８に記載の
固体経口投薬形態。
　　【請求項８４】　アンタゴニストとしてナルメフェンを含む、請求項６８に記載の固
体経口投薬形態。
　　【請求項８５】　前記アゴニストが、鎮痛未満の量で存在する、請求項６８に記載の
固体経口投薬形態。
　　【請求項８６】　前記アゴニストが、モルフィン、ヒドロコドン、オキシコドン、コ
デイン、フェンタニル、アルフェンタニール、ヒドロモルフォン、メペリジン、メタドン
、オキシモルフォン、プロポキシフェン、またはトラマドールである、請求項６８に記載
の投薬形態。
　　【請求項８７】　前記アゴニストが、モルフィン、ヒドロコドン、オキシコドン、ま
たはトラマドールである、請求項６８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項８８】　前記アンタゴニストがナルトレキソンであり、前記アゴニストがモ
ルフィンである、請求項６８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項８９】　前記アンタゴニストがナルトレキソンであり、前記アゴニストがオ
キシコドンである、請求項６８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項９０】　前記アンタゴニストがナルトレキソンであり、前記アゴニストがヒ
ドロコドンである、請求項６８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項９１】　前記アンタゴニストがナルトレキソンであり、前記アゴニストがト
ラマドールである、請求項６８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項９２】　前記アンタゴニストが、ナルメフェンであり、前記アゴニストがモ
ルフィンである、請求項６８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項９３】　前記アンタゴニストがナルメフェンであり、前記アゴニストがオキ
シコドンである、請求項６８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項９４】　前記アンタゴニストがナルメフェンであり、前記アゴニストがトラ
マドールである、請求項６８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項９５】　前記アンタゴニストがナルメフェンであり、前記アゴニストがヒド
ロコドンである、請求項６８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項９６】　前記アンタゴニストが、カプセル、錠剤、または丸剤として処方さ
れている、請求項６８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項９７】　アセトアミノフェン、ステロイド性抗炎症薬、非ステロイド性抗炎
症薬、ＣＯＸ－１インヒビター、およびＣＯＸ－２インヒビターからなる群より選択され
る別の活性な薬学的成分をさらに含む、請求項６８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項９８】　ヒト被験体にオピオイドアンタゴニストの治療用量を投与するため
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の、請求項２２に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項９９】　ヒト被験体にオピオイドアンタゴニストの治療用量を投与するため
の、請求項２３に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１００】　ヒト被験体にオピオイドアンタゴニストの治療用量を投与するた
めの、請求項４２に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１０１】　ヒト被験体にオピオイドアンタゴニストの治療用量を投与するた
めの、請求項４３に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１０２】　ヒト被験体にオピオイドアンタゴニストの治療用量を投与するた
めの、請求項４６に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１０３】　ヒト被験体にオピオイドアンタゴニストの治療用量を投与するた
めの、請求項６２に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１０４】　ヒト被験体にオピオイドアンタゴニストの治療用量を投与するた
めの、請求項６８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１０５】　請求項１、４、または４６に記載の投薬形態を備える、薬学的キ
ット。
　　【請求項１０６】　オピオイドアゴニストの投薬形態をさらに備える、請求項１０５
に記載のキット。
　　【請求項１０７】　前記アゴニスト投薬形態および前記アンタゴニスト投薬形態が、
別個の投薬形態である、請求項１０６に記載のキット。
　　【請求項１０８】　即時放出処方物として提供された、請求項１または４に記載の固
体経口投薬形態。
　　【請求項１０９】　即時放出処方物として提供された、請求項２２に記載の固体経口
投薬形態。
　　【請求項１１０】　即時放出処方物として提供された、請求項４３に記載の固体経口
投薬形態。
　　【請求項１１１】　即時放出処方物として提供された、請求項４８に記載の固体経口
投薬形態。
　　【請求項１１２】　即時放出処方物として提供された、請求項６４に記載の固体経口
投薬形態。
　　【請求項１１３】　即時放出処方物として提供された、請求項６８に記載の固体経口
投薬形態。
　　【請求項１１４】　即時放出型固体経口投薬形態であって、以下：約０．０００１～
約０．５ｍｇ未満の量で存在するオピオイドアンタゴニスト；少なくとも１つの薬学的賦
形剤、を含み；ここで該オピオイドアンタゴニストの９０％より多くが水性環境に対して
曝された後、約４５分未満で放出される、即時放出型固体経口投薬形態。
　　【請求項１１５】　請求項１１４に記載の即時放出型固体経口投薬形態であって、こ
こで前記オピオイドアンタゴニストの９０％より多くが、水性環境に対して曝された後、
約３０分未満で放出される、即時放出型固体経口投薬形態。
　　【請求項１１６】　請求項１１４に記載の即時放出型固体経口投薬形態であって、こ
こで前記オピオイドアンタゴニストの９０％より多くが、水性環境に対して曝された後、
約２０分未満で放出される、即時放出型固体経口投薬形態。
　　【請求項１１７】　請求項１１４に記載の固体経口投薬形態であって、ここで該投薬
形態は、薬学的組成物を含み、該薬学的組成物は、コーティングした固体基質を含み、該
固体基質は、以下：不活性な基質；該不活性な基質を少なくとも部分的に囲むコーティン
グを含み；そして
　該コーティングは、オピオイドアンタゴニストおよび少なくとも１つの薬学的賦形剤、
そして必要に応じて結合剤および可塑剤を含む、固体経口投薬形態。
　　【請求項１１８】　前記コーティングが約１～７０重量％のコーティングした固体基
質を含む、請求項１１７に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１１９】　前記薬学的組成物が、前記コーティングした固体基質と混合して
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少なくとも１つの薬学的賦形剤をさらに含む、請求項１１８に記載の投薬形態。
　　【請求項１２０】　前記投薬形態が、カプセルまたは錠剤である、請求項１１８に記
載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１２１】　請求項１１４に記載の固体経口投薬形態であって、ここで該投薬
形態は、薬学的組成物を含み、該薬学的組成物は、コーティングした顆粒を含み、該コー
ティングした顆粒は、以下：２つ以上の薬学的賦形剤の混合物を含む顆粒；および該顆粒
の各々を少なくとも部分的に囲むコーティングを含み；そして該コーティングは、該薬学
的賦形剤および前記オピオイドアンタゴニストを含む、固体経口投薬形態。
　　【請求項１２２】　前記薬学的組成物が、前記コーティングした顆粒と混合して、少
なくとも１つの薬学的賦形剤をさらに含む、請求項１２１に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１２３】　前記コーティングした顆粒が、約１０～８５重量％の固体の薬学
的組成物を含む、請求項１２２に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１２４】　前記投薬形態が、カプセルまたは錠剤である、請求項１２３に記
載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１２５】　請求項１１４に記載の固体経口投薬形態であって、該固体経口投
薬形態は、少なくとも１つの薬学的賦形剤およびオピオイドアンタゴニストの混合物を含
む噴霧乾燥した薬学的組成物を含む、固体経口投薬形態。
　　【請求項１２６】　前記薬学的組成物が、前記噴霧乾燥した薬学的組成物と混合して
さらに少なくとも１つの薬学的賦形剤を含む、請求項１２５に記載の投薬形態。
　　【請求項１２７】　前記噴霧乾燥した薬学的組成物が、約５～９９重量％の投薬形態
を含む、請求項１２６に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１２８】　前記投薬形態が、カプセルまたは錠剤である、請求項１２７に記
載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１２９】　請求項１２８に記載の固体経口投薬形態であって、該固体投薬形
態は、懸濁物を充填した軟質ゼラチンカプセルを含み、該カプセルは、以下：軟質ゼラチ
ンカプセル；および該カプセル内の懸濁物を含み、該懸濁物は、液体形態の非水性ビヒク
ルおよび固体形態のオピオイドアンタゴニストを含む、固体投薬形態。
　　【請求項１３０】　前記懸濁物がさらに、少なくとも１つの薬学的賦形剤を含む、請
求項１２８に記載の投薬形態。
　　【請求項１３１】　即時放出型固体経口投薬形態であって、以下：約０．０００１～
約０．５ｍｇ未満の量で存在するオピオイドアンタゴニスト；別の活性な薬学的成分；少
なくとも１つの薬学的賦形剤、を含み；ここで該オピオイドアンタゴニストおよび該他の
活性成分が、水性環境に対して曝された後、約１．５分未満で放出される、即時放出型固
体経口投薬形態。
　　【請求項１３２】　請求項１３１に記載の固体経口投薬形態であって、ここで前記他
の活性な薬学的成分が、約０．１ｍｇ～約３００ｍｇの量で存在するオピオイドアンタゴ
ニストである、固体経口投薬形態。
　　【請求項１３３】　同時放出型組み合わせ型固体経口投薬形態であって、以下：約０
．０００１～０．５ｍｇ未満の量で存在するオピオイドアンタゴニスト；別の活性な薬学
的成分；少なくとも１つの薬学的賦形剤、を含み；ここで該オピオイドアンタゴニストお
よび該他の活性な薬学的成分が、同時に放出される、固体経口投薬形態。
　　【請求項１３４】　請求項１３３に記載の固体経口投薬形態であって、ここで前記オ
ピオイドアンタゴニストおよび前記他の活性な薬学的成分の各々の９０％より多くが、水
性環境に対して曝された後、４５分未満で放出される、固体経口投薬形態。
　　【請求項１３５】　前記他の活性成分が約０．１ｍｇ～約３００ｍｇの量で存在する
オピオイドアゴニストである、請求項１３３に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１３６】　前記投薬形態が、カプセルまたは錠剤である、請求項１３１また
は１３３に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１３７】　前記オピオイドアンタゴニストの９０％より多くが、水性環境に
対して曝された後、約４５分未満で放出される、請求項１３１または１３３に記載の固体
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経口投薬形態。
　　【請求項１３８】　前記他の活性な薬学的成分の９０％より多くが、水性環境に対し
て曝された後、約４５分未満で放出される、請求項１３１または１３３に記載の固体経口
投薬形態。
　　【請求項１３９】　前記オピオイドアンタゴニストの大部分の放出が、前記他の活性
な薬学的成分の大部分の放出と重複する、請求項１３３に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１４０】　前記オピオイドアンタゴニストの約９０％が、前記他の活性な薬
学的成分の約９０％が放出される時間内に放出される、請求項１３３に記載の固体経口投
薬形態。
　　【請求項１４１】　請求項１３３に記載の固体経口投薬形態であって、該投薬形態は
、アンタゴニスト溶解プロフィールおよび他の活性な薬学的成分の溶解プロフィールを提
供し、そして該溶解プロフィールが実質的に同じである、固体経口投薬形態。
　　【請求項１４２】　組み合わせ型固体経口投薬形態であって、以下：オピオイドアゴ
ニスト；オピオイドアンタゴニスト；少なくとも１つの薬学的賦形剤を含み；ここで該投
薬形態は、約３７℃で、５００ｍｌの０．１　ＨＣｌ培地中で７５ｒｐｍでＵＳＰ　Ｐａ
ｄｄｌｅ　Ｍｅｔｈｏｄによって測定した場合、アゴニスト溶解パーセンテージおよびア
ンタゴニスト溶解パーセンテージを提供し、そして該アゴニスト溶解パーセンテージおよ
びアンタゴニスト溶解パーセンテージは、５分～３０分のいずれの時点でも実質的に同じ
である、固体経口投薬形態。
　　【請求項１４３】　前記アゴニスト溶解パーセンテージおよび前記アンタゴニスト溶
解パーセンテージが、５分、１０分、１５分、２０分および３０分のいずれの時点でも実
質的に同じである、請求項１４２に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１４４】　前記アゴニスト溶解パーセンテージおよび前記アンタゴニスト溶
解パーセンテージが、少なくとも６つの測定値の平均である、請求項１４２に記載の固体
経口投薬形態。
　　【請求項１４５】　前記アゴニスト溶解パーセンテージと前記アンタゴニスト溶解パ
ーセンテージとの間の差異が、約１０％以下である、請求項１４４に記載の固体経口投薬
形態。
　　【請求項１４６】　組み合わせ型固体経口投薬形態であって、以下：約０．０００１
～約０．５ｍｇ未満の量で存在するオピオイドアンタゴニスト；約０．１ｍｇ～約３００
ｍｇの量で存在するオピオイドアゴニスト；および少なくとも１つの薬学的賦形剤、を含
み；ここで該投薬形態は、薬学的組成物を含み、該薬学的組成物は、コーティングした固
体基質を含み、該コーティングした固体基質は、以下：該オピオイドアゴニストおよび少
なくとも１つの薬学的賦形剤を含む固体基質；および該固体基質を少なくとも部分的に囲
むコーティングを含み、そして該コーティングは、該オピオイドアンタゴニストおよび少
なくとも１つの薬学的賦形剤を含む、組み合わせ型固体経口投薬形態。
　　【請求項１４７】　前記固体基質が、ペレット、ビーズ、または顆粒である、請求項
１４６に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１４８】　組み合わせ型固体経口投薬形態であって、以下：約０．０００１
～約０．５ｍｇ未満の量で存在するオピオイドアンタゴニスト；約０．１ｍｇ～約３００
ｍｇの量で存在するオピオイドアゴニスト；および少なくとも１つの薬学的賦形剤、を含
み；ここで該投薬形態は、薬学的組成物を含み、該薬学的組成物は、コーティングした固
体基質を含み、該コーティングした固体基質は、以下：不活性な非実質性のビーズまたは
ペレット；該ビーズまたはペレットを少なくとも部分的に囲むコーティングを含み、そし
て該コーティングは、該オピオイドアンタゴニスト、オピオイドアゴニスト、結合剤、可
塑剤、および少なくとも１つの薬学的賦形剤を含む、組み合わせ型固体経口投薬形態。
　　【請求項１４９】　組み合わせ型固体経口投薬形態であって、以下：約０．０００１
～約０．５ｍｇ未満の量で存在するオピオイドアンタゴニスト；約０．１ｍｇ～約３００
ｍｇの量で存在するオピオイドアゴニスト；および少なくとも１つの薬学的賦形剤、を含
み；ここで該固体投薬形態は、薬学的組成物を含み、該薬学的組成物は、第１および第２
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のコーティングした固体基質を含み、そして該第１のコーティングした固体基質は、非実
質性のペレットまたはビーズ、および該ペレットまたはビーズを少なくとも部分的に囲む
第１のコーティングを含み、そして該第１のコーティングは、結合剤およびオピオイドア
ンタゴニストを含み；そして該第２のコーティングした固体基質は、非実質性のペレット
またはビーズ、および該ペレットまたはビーズを少なくとも部分的に囲む第２のコーティ
ングを含み、そして該第２のコーティングは、結合剤およびオピオイドアゴニストを含む
、組み合わせ型固体経口投薬形態。
　　【請求項１５０】　請求項１４９に記載の固体経口投薬形態であって、前記第１のコ
ーティングした固体基質が、約０．５～８０重量％の固体薬学的組成物を含み；そして前
記第２のコーティングした固体基質が、約２０～９５重量％の固体薬学的組成物を含む、
固体経口投薬形態。
　　【請求項１５１】　請求項１５０に記載の固体経口投薬形態であって、前記薬学的組
成物は、前記第１および第２のコーティングされた基質と混合して少なくとも１つの薬学
的賦形剤をさらに含む、固体経口投薬形態。
　　【請求項１５２】　組み合わせ型固体経口投薬形態であって、以下：約０．０００１
～約０．５ｍｇ未満の量で存在するオピオイドアンタゴニスト；約０．１ｍｇ～約３００
ｍｇの量で存在するオピオイドアゴニスト；および少なくとも１つの薬学的賦形剤、を含
み；ここで該固体投薬形態は、薬学的組成物を含み、該薬学的組成物は、第１および第２
の顆粒を含み；そして該第１の顆粒は、結合剤および該オピオイドアンタゴニストを含み
；そして該第２の顆粒は、結合剤および該オピオイドアゴニストを含む、組み合わせ型固
体経口投薬形態。
　　【請求項１５３】　前記第１顆粒が、約０．５～５０重量％の固体薬学的組成物を含
み；そして前記第２の顆粒が、約２０～９５重量％の固体薬学的組成物を含む、請求項１
５２に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１５４】　前記薬学的組成物は、前記第１および第２の顆粒と混合して少な
くとも１つの薬学的賦形剤をさらに含む、請求項１５３に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１５５】　前記投薬形態が、カプセルまたは錠剤である、請求項１５４に記
載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１５６】　組み合わせ型固体経口投薬形態であって、以下：約０．０００１
～約０．５ｍｇ未満の量で存在するオピオイドアンタゴニスト；約０．１ｍｇ～約３００
ｍｇの量で存在するオピオイドアゴニスト；および少なくとも１つの薬学的賦形剤、を含
み；ここで該投薬形態は、薬学的組成物を含み、該薬学的組成物は、コーティングした顆
粒を含み、該コーティングした顆粒は、２つ以上の薬学的賦形剤の混合物；および該混合
物を少なくとも部分的に囲むコーティングを含み、そして該コーティングは、結合剤、オ
ピオイドアゴニスト、およびオピオイドアゴニストを含む、組み合わせ型固体経口投薬形
態。
　　【請求項１５７】　前記薬学的組成物が、前記コーティングした顆粒と混合して少な
くとも１つの薬学的賦形剤をさらに含む、請求項１５６に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１５８】　前記コーティングした顆粒が約１０～８５重量％の固体薬学的組
成物を含む、請求項１５７に記載の固体経口投薬形態
　　【請求項１５９】　前記投薬形態がカプセルまたは錠剤である、請求項１５８に記載
の固体経口投薬形態。
　　【請求項１６０】　組み合わせ型固体経口投薬形態であって、以下：約０．０００１
～約０．５ｍｇ未満の量で存在するオピオイドアンタゴニスト；約０．１ｍｇ～約３００
ｍｇの量で存在するオピオイドアゴニスト；および少なくとも１つの薬学的賦形剤、を含
み；ここで該固体投薬形態は、薬学的組成物を含み、該薬学的組成物は、２つ以上の薬学
的賦形剤およびオピオイドアゴニストの混合物を含むコーティングした顆粒；および該混
合物を少なくとも部分的に囲むコーティングを含み、そして該コーティングは、結合剤お
よび該オピオイドアンタゴニストを含む、組み合わせ型固体経口投薬形態。
　　【請求項１６１】　前記薬学的組成物が、前記コーティングした顆粒と混合して少な
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くとも１つの薬学的賦形剤をさらに含む、請求項１６０に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１６２】　前記コーティングした顆粒が、約１０～７５重量％の固体薬学的
組成物を含む、請求項１６１に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１６３】　前記投薬形態が、カプセルまたは錠剤である、請求項１６２に記
載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１６４】　組み合わせ型固体経口投薬形態であって、以下：約０．０００１
～約未満の量で存在するオピオイドアンタゴニスト；約０．１ｍｇ～約３００ｍｇの量で
存在するオピオイドアゴニスト；および少なくとも１つの薬学的賦形剤、を含み；ここで
該固体投薬形態は、噴霧乾燥した薬学的組成物を含み、該薬学的組成物は、少なくとも１
つの薬学的賦形剤、該オピオイドアゴニスト、および該オピオイドアンタゴニストの混合
物を含む、組み合わせ型固体経口投薬形態。
　　【請求項１６５】　前記薬学的組成物が、前記噴霧乾燥した薬学的組成物と混合して
少なくとも１つの薬学的賦形剤をさらに含む、請求項１６４に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１６６】　前記噴霧乾燥した薬学的組成物が、約５～９９重量％の投薬形態
を含む、請求項１６５に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１６７】　前記投薬形態がカプセルまたは錠剤である、請求項１６６に記載
の固体経口投薬形態。
　　【請求項１６８】　組み合わせ型固体経口投薬形態であって、以下：約０．０００１
～約０．５ｍｇ未満の量で存在するオピオイドアンタゴニスト；約１．０ｍｇ～約３００
ｍｇの量で存在するオピオイドアゴニスト；および少なくとも１つの薬学的賦形剤、を含
み；ここで該固体投薬形態は、懸濁物充填軟質ゼラチンカプセルを含み、該ゼラチンカプ
セルは軟質ゼラチンカプセルを含み；そして該カプセル内の懸濁物は、液体形態の非水性
ビヒクル、固体形態の該オピオイドアゴニスト、および固体形態の該オピオイドアンタゴ
ニストを含む、組み合わせ型固体経口投薬形態。
　　【請求項１６９】　前記懸濁物が、少なくとも１つの薬学的賦形剤をさらに含む、請
求項１６８に記載の固体経口投薬形態。
　　【請求項１７０】　ヒト被験体へのオピオイドアンタゴニストの治療用量の投与のた
めの固体経口投薬形態であって、該固体経口投薬形態は、
　約０．０００１ｍｇ～約０．５ｍｇ未満の量で存在するオピオイドアンタゴニスト、お
よび
　約０．１ｍｇ～約３００ｍｇ未満の量で存在するオピオイドアゴニスト
を含む、固体経口投薬形態。
　　【請求項１７１】　薬学的キットであって、以下：約０．０００１ｍｇ～約０．５ｍ
ｇ未満の量で存在するオピオイドアンタゴニスト、および約０．１ｍｇ～約３００ｍｇ未
満の量で存在するオピオイドアゴニストを含む投薬形態を備える、キット。
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